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「モーセ・命と存在の重さ」 
ヘブライ⼈への⼿紙 11 章 
23 信仰によって、モーセは⽣まれてから三か⽉間、 
両親によって隠されました。その⼦の美しさを⾒、 
王の命令を恐れなかったからです。  
＊＊ 
今⽇の信仰者の話はモーセです。でも、ここではモーセ本⼈ではなく 
ご両親のことが語られています。少しその周辺の記事を読んでみましょう。 
出エジプト記 1 章 
8 そのころ、ヨセフのことを知らない新しい王が出てエジプトを⽀配し、  
9 国⺠に警告した。 
「イスラエル⼈という⺠は、今や、我々にとってあまりに数多く、強⼒になりすぎた。  
10 抜かりなく取り扱い、これ以上の増加を⾷い⽌めよう。⼀度戦争が起これば、 
敵側に付いて我々と戦い、この国を取るかもしれない。」 
11 エジプト⼈はそこで、イスラエルの⼈々の上に強制労働の監督を置き、重労働を課して虐待した。 
イスラエルの⼈々はファラオの物資貯蔵の町、ピトムとラメセスを建設した。  
12 しかし、虐待されればされるほど彼らは増え広がったので、エジプト⼈はますますイスラエルの⼈々
を嫌悪し、  
13 イスラエルの⼈々を酷使し、 14 粘⼟こね、れんが焼き、あらゆる農作業などの重労働によって 
彼らの⽣活を脅かした。彼らが従事した労働はいずれも過酷を極めた。 
15 エジプト王は⼆⼈のヘブライ⼈の助産婦に命じた。⼀⼈はシフラといい、もう⼀⼈はプアといった。  
16「お前たちがヘブライ⼈の⼥の出産を助けるときには、⼦供の性別を確かめ、男の⼦ならば殺し、 
⼥の⼦ならば⽣かしておけ。」  
17 助産婦はいずれも神を畏れていたので、エジプト王が命じたとおりにはせず、 
男の⼦も⽣かしておいた。  
18 エジプト王は彼⼥たちを呼びつけて問いただした。「どうしてこのようなことをしたのだ。 
お前たちは男の⼦を⽣かしているではないか。」  
19 助産婦はファラオに答えた。「ヘブライ⼈の⼥はエジプト⼈の⼥性とは違います。 
彼⼥たちは丈夫で、助産婦が⾏く前に産んでしまうのです。」  
20 神はこの助産婦たちに恵みを与えられた。⺠は数を増し、甚だ強くなった。  
21 助産婦たちは神を畏れていたので、神は彼⼥たちにも⼦宝を恵まれた。 
 
1）⼆⼈の助産婦の信仰 
今読んだ箇所には⼆⼈の助産婦の名前が記録されています。ふたりともヘブライ⼈で 
シフラとプアという名前です。 



ここに注⽬すべき内容が書かれています。出エジプト記 1 章 7節 
「7 助産婦はいずれも神を畏れていたので、 
エジプト王が命じたとおりにはせず、男の⼦も⽣かしておいた。」 
 
神を畏れて⽣きる、礼拝者として⽣きるという姿勢は神様に対する姿勢だけでなく 
「いのちと存在」に対しての姿勢にも明確にひとつの⽅向が⾒えてきます。 
それは「命ある存在を守る」という姿勢であり、「いのちを尊ぶ」という意識です。 
彼⼥たちは王の命令に背いてまでして、その姿勢を通しました。 
神の⺠が形作られるために、この⼆⼈の助産婦の姿勢はとても重要な役割を果たしました。 
「命ある存在を尊び、それを守ろう」という姿勢は神様が喜ばれる信仰者の姿勢です。 
当時、エジプトでヘブライ⼈たちは苦役にあえぎ、苦労しながら、奴隷状態の中で 
⽣きていました。⽣活⾃体が苦しかったわけですから、⼦供が⽣まれることを⼿放しでは喜べなかった
かもしれません。 
でも、そんな中でこの⼆⼈の助産婦は「神を畏れ、いのちを守ろうと」⽣きていました。この姿勢は現実
的な⽣活だけをみているとなかなか育ちません。 
でも、神様が命を与え、神様がいのちを託してくださっていると考えることができるといのちの重さが
それまでとは変わって⾒えてきます。 
そして、神様はこのふたりを祝福しています。 
 
2）モーセの誕⽣と両親の想い 
モーセ誕⽣の記事を読んでみましょう、出エジプト記 2 章です。 
 
1レビの家の出のある男が同じレビ⼈の娘をめとった。  
2 彼⼥は⾝ごもり、男の⼦を産んだが、その⼦がかわいかったのを⾒て、 
三か⽉の間隠しておいた。 
 3 しかし、もはや隠しきれなくなったので、パピルスの籠を⽤意し、 
アスファルトとピッチで防⽔し、その中に男の⼦を⼊れ、 
ナイル河畔の葦の茂みの間に置いた。 
4 その⼦の姉が遠くに⽴って、どうなることかと様⼦を⾒ていると、  
5 そこへ、ファラオの王⼥が⽔浴びをしようと川に下りて来た。 
その間侍⼥たちは川岸を⾏き来していた。 
王⼥は、葦の茂みの間に籠を⾒つけたので、仕え⼥をやって取って来させた。  
6開けてみると⾚ん坊がおり、しかも男の⼦で、泣いていた。 
王⼥はふびんに思い、「これは、きっと、ヘブライ⼈の⼦です」と⾔った。  
7 そのとき、その⼦の姉がファラオの王⼥に申し出た。 
「この⼦に乳を飲ませるヘブライ⼈の乳⺟を呼んで参りましょうか。」 
8「そうしておくれ」と、王⼥が頼んだので、娘は早速その⼦の⺟を連れて来た。 
9 王⼥が、「この⼦を連れて⾏って、わたしに代わって乳を飲ませておやり。 



⼿当てはわたしが出しますから」と⾔ったので、⺟親はその⼦を引き取って 
乳を飲ませ、  
10 その⼦が⼤きくなると、王⼥のもとへ連れて⾏った。その⼦はこうして、 
王⼥の⼦となった。王⼥は彼をモーセと名付けて⾔った。 
「⽔の中からわたしが引き上げた（マーシャー）のですから。」 
＊＊＊ 
モーセの両親はモーセが⽣まれた時、「可愛くて、殺すことなどできず 
三ヶ⽉間、その⼦を隠し続けました」ここにも親の情愛と「命と存在」に 
対する畏敬の念が感じられます。 
そして、泣き声も⼤きくなり、家に隠しきれなくなって、パピルスでカゴを作り 
防⽔のための作業を加えてナイル川の葦の茂みに隠したのです。 
彼らが最⼤限、この⼦を守ろうとしてできたことはここまででした。 
 
ところが、ここからが不思議な出来事なのですが、王⼥が⽔浴にやってきて 
モーセを発⾒します。不憫に思って、拾い上げると、それをみていた姉のミリアムが「乳⺟を連れてきま
す」と⾔って、本物のモーセの⺟親を連れてくるのです。 
そして、モーセは王⼥の息⼦として育てられますが、⾃分の⺟親のお乳を飲んで育ったのです。 
これは、神様の配慮による奇跡的な出来事なのだと思います。 
 
⾚ちゃんの命と存在を神様は守ろうとしておられます。 
モーセという名前は「拾い上げられたもの」という意味です。 
王⼥にも神様にも拾い上げられてモーセは育ちました。 
そして、神様は私たちをも拾い上げてくださいました。 
⼤きな恵みがそこに溢れています。 
＊＊＊＊ 
Youtubeでの MACF 礼拝映像は 
https://youtu.be/1bk1gt-LlyQ 

https://youtu.be/1bk1gt-LlyQ

